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宮
内
庁
編
『
昭
和
天
皇
実
録
』
の
大
御
歌

　
宮
内
庁
（
書
陵
部
編
修
課
）
で
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
か
ら
編
纂
を
進
め

て
き
た
『
昭
和
天
皇
実
録
』
が
完
成
し
て
、
本
年
八
月
二
十
一
日
、
今
上
陛
下

の
も
と
に
奉
呈
さ
れ
た
。
全
六
十
巻
（
他
に
目
次
・
凡
例
一
巻
）
一
万
二
千
頁

強
（
九
七
二
万
字
超
）
に
の
ぼ
る
。

　
こ
の
実
録
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
御
誕
生
か
ら
八
十
七
年
八
ヶ

月
余
に
わ
た
る
昭
和
天
皇
の
御
生
涯
を
編
年
体
に
よ
り
綴
っ
た
も
の
で
あ
る
。

祖
父
帝
の
宮
内
省
編
『
明
治
天
皇
紀
』
は
、
大
正
三
年
（
一
九
一
四
）
よ
り
昭

和
八
年
ま
で
二
十
年
近
く
か
け
て
完
成
し
た
が
、
戦
後
よ
う
や
く
昭
和
四
十
年

代
に
刊
行
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
今
回
は
奉
呈
後
二
十
日
足
ら
ず
で
一
般

公
開
さ
れ
、
来
春
か
ら
数
年
か
け
て
出
版
の
予
定
と
い
う
。

　
こ
れ
は
、
皇
室
に
心
を
寄
せ
る
私
ど
も
平
成
の
国
民
と
し
て
、
洵
に
あ
り
が

た
い
。
長
ら
く
編
纂
に
従
事
し
協
力
さ
れ
た
方
々
に
更
め
て
感
謝
し
た
い
。

　
私
は
一
般
公
開
に
先
立
ち
、
宮
内
庁
か
ら
報
道
機
関
に
渡
さ
れ
た
デ
ジ
タ
ル

デ
ー
タ
の
コ
ピ
ー
に
よ
り
全
巻
を
十
日
程
で
通
読
し
、
所
感
を
述
べ
る
役
目
を

与
え
ら
れ
た
。
そ
の
一
端
は
九
月
九
日
・
十
日
の
全
国
紙
等
に
紹
介
さ
れ
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
の
関
心
は
昭
和
天
皇
と
戦
争
の
関
係
に
集
中
し
て
し
ま
い
、
そ

れ
以
前
の
御
幼
少
期
か
ら
成
年
前
後
ま
で
の
記
事
（
大
半
が
非
公
開
の
お
手
元

記
録
に
基
づ
く
目
新
し
い
事
実
）
は
僅
か
し
か
採
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
も
う
一
つ
注
目
す
べ
き
は
、
即
位
前
か
ら
の
御
歌
も
即
位
後
の
御
製
も
、
そ

れ
ぞ
れ
い
つ
ど
こ
で
詠
ま
れ
た
か
判
る
記
事
の
中
に
引
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
大
御
歌
の
史
料
性
が
一
層
高
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
昭
和
天
皇
の
初
出
歌
は
、
従
来
『
お
ほ
う
な
ば
ら
』（
宮
内
庁
侍
従
職
編
、
平

成
二
年
、
読
売
新
聞
社
）
等
に
、
大
正
十
年
一
月
十
日
（
そ
の
四
月
に
満
二
十

歳
）
の
歌
会
始
で
公
表
さ
れ
た
「
と
り
が
ね
に
夜
は
ほ
の
ぼ
の
と
あ
け
そ
め
て

代
々
木
の
宮
（
明
治
神
宮
）
の
も
り
ぞ
み
え
ゆ
く
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
た
だ
、
こ
の
『
実
録
』
で
は
、
す
で
に
明
治
四
十
四
年
（
十
歳
）
十
二
月
二

日
、
「
来
る
新
年
の
歌
御
会
始
」
用
の
「
御
歌
を
お
考
え
に
な
る
も
、
こ
の
日

は
お
出
来
に
な
ら
」
な
か
っ
た
の
で
、
側
近
た
ち
は
「
自
然
な
御
発
想
に
よ

り
、
真
の
御
興
味
か
ら
湧
き
出
る
も
の
を
詠
み
出
さ
れ
る
」
ま
で
無
理
じ
い
し

な
い
こ
と
に
し
た
（
巻
三
134
頁
）。
そ
し
て
大
正
六
年
（
十
六
歳
）
一
月
一
日
、

「
作
歌
を
試
み
ら
れ
」
沼
津
御
用
邸
の
海
岸
か
ら
眺
望
さ
れ
た
赤
石
山
脈
（
南

ア
ル
プ
ス
）
に
つ
い
て
「
赤
石
の
山
を
は
る
か
に
な
が
む
れ
ば
け
さ
う
つ
く
し

く
雪
ぞ
つ
も
れ
る
」
と
詠
ま
れ
、「
東
宮
侍
従
長
入
江
為
守
に
示
さ
れ
」
た
が

（
巻
五
71
頁
）、
ま
だ
歌
御
会
始
で
は
披
講
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
大
正
十
年
秋
に
欧
州
歴
訪
か
ら
帰
朝
し
て
摂
政
に
就
任
さ
れ
た
こ

ろ
か
ら
段
々
と
上
達
さ
れ
、
昭
和
に
入
る
と
見
事
な
御
製
が
多
く
な
る
。
そ
の

う
ち
、
こ
の
『
実
録
』
に
初
め
て
紹
介
さ
れ
た
二
首
が
面
白
い
。
そ
れ
は
昭
和

四
年
（
二
十
八
歳
）
十
月
二
十
八
日
、「
目
下
ノ
経
済
界
ノ
状
況
（
大
恐
慌
）

ニ
鑑
ミ
…
…
宮
内
省
ニ
於
テ
モ
充
分
整
理
緊
縮
方
針
ヲ
徹
底
セ
ヨ
」
と
「
自
ら

認し
た
ため

ら
れ
た
御
沙
汰
書
を
下
付
さ
れ
」「
一
大
決
心
を
示
」
さ
れ
た
の
に
、
十
一

月
七
日
「
我
が
理
想
は
一
つ
も
実
行
さ
れ
居
ら
ざ
る
を
見
」
ら
れ
て
、

　
つ
と
め
つ
る
か
ひ
あ
る
べ
き
を
山
吹
の
実
の
一
つ
だ
に
な
き
世
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と
の
御
製
を
侍
従
長
鈴
木
貫
太
郎
に
示
し
て
お
ら
れ
る
（
巻
十
六
150
・
156
頁
）。

申
す
ま
で
も
な
く
、
太
田
道
灌
が
雨
に
降
ら
れ
て
簑み

の

で
も
借
り
よ
う
と
寄
っ
た

家
の
少
女
か
ら
「
七
重
八
重
花
は
咲
け
ど
も
山
吹
の
実
の

0

0

一
つ
だ
に
無
き
ぞ
悲

し
き
」
と
い
う
兼
明
親
王
の
名
歌
と
共
に
山
吹
の
花
を
渡
さ
れ
た
、
と
の
故
事

を
ふ
ま
え
て
「
御
節
約
の
思
召
し
」
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
大
御
歌
は
、
直
接
的
な
御
言
葉
と
共
に
、
昭
和
天
皇
の
御
心
を

伺
う
最
も
重
要
な
史
料
で
あ
る
。
そ
れ
が
五
百
首
近
く
も
『
実
録
に
』
収
載
さ

れ
た
意
味
は
、
極
め
て
大
き
い
。
　
　
　
　
　
　
（
九
月
十
一
日
記
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